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研究会報告
いて左右対称解から分岐し､J=8.82で管状の形の左右対称解と再びつながる｡2つの解は J>4.5
の商域ではば重なっており､片側に突起の出た形と両側に突起の出た形は長さが同じとき伸ばすのに
必要な力はほとんど同じである｡
考蕪
弾性体力学に基づいた理論モデルを用いて､リボソーム内部で微小管が伸長するときのリボソーム
の形の計算を行った｡その頼果､リポソームの内外に圧力差の存在しないときはリボソームは回転楕
円体状の形に変形するが､内圧が外圧よりも高いとき実際に親察されるようなレモン型や両側あるい
は片側に突起の出た形が得られることがわかった｡従って､内圧が高くなっていると考えることによ
り､モデルは実験頼果を良く説明することができる｡
実際には､この実験ではリポソームの内部に蛋白質が存在するので浸透圧のため内圧が高くなって
いると考えられる｡このことと数値計算の頼巣から曲げ剛性と微小管が膜を押す力を推定すると
K=2×10-17J､ F=60pN (5)
が得られる｡この値は曲げ剛性については従来得られている値よりかなり大きいが､力Fは微小管が
教本から10教本束になって伸長することにより十分に生じ得る大きさである｡
本研究にあたって､御指導､御協力を眉いた名古屋大学理学部分子生物学科 ･宝谷紘一氏､及び立
命館大学理工学部物理学教室 ･中島久男氏に謝意を表します｡
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